
今年度は６月１日(火)いちき串木野市立串木野
小学校，串木野西中学校において，地区小・中・
義務教育学校道徳教育研修会を校内研修として開
催しました。「豊かなかかわりを通して，よりよ
く生きる力を高める道徳教育の在り方」という研
究主題を基に，両校とも特定の価値を押し付ける
のではなく，子供一人一人が考え，議論すること
で多様な考え方や感じ方に接し，よりよい生き方
を志向していく道徳の授業が展開されており，大
変有意義な研修会となりました。今後も各学校に
おいて，道徳教育の充実をお願いします。
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年度当初の学校の現状を把握するため，４月から５月にかけて，
日置市，いちき串木野市，三島村の小・中・義務教育学校を訪問
させていただきました。また，十島村については今年度は，加藤
晴彦義務教育課長をはじめ義務教育課にも参加していただき，テ
レビ会議システムを活用したリモートによる全小・中校訪問もさ
せていただきました。
各学校では，子供たちの夢の実現に向けて，学力の向上，心の

居場所づくりや絆を実感できる学級づくり，たくましい体を育む
ための教育活動が展開されていました。
将来の予測がますます難しくなるこれからの社会を生き抜く子

供たちを育てるためには，多様な人々と協働しながら，自ら問いを
立て解決に繋げていく教育活動が必要です。その営みが今後更に
充実していくことを期待しております。

年 度 当 初 学 校 訪 問

7月3日(土)に日置市中央公民館において，日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会を開催いたしまし
た。講師に川添まり子さんをお招きし，「やる気を引き出す言葉かけ～ペップトークを活用する
ことで～」と題して講演をしていただきました。参加された方々は，メモをとるなどして真剣な
表情で聞き入っていました。「ワクワクを広げる良質な質問」を活用して子供のやる気を引き
出し，前向きに生きていこうとする態度を育むポイントについて，具
体例を示しながらわかりやすく話してくださいました。感想としては，
「子供たちに要求ばかりしてしまい，反省しました。ドリームサポー
ターになれるようにしたいです。」「言葉というものがものすごく大
事だとわかりました。子供への声掛けを変えてみようと思います。」
等がありました。親としての役割，子育てについて多くの示唆を与え
てくださいました。今後のＰＴＡ活動に生かしていただければと思い
ます。

日置地区小・中学校道徳教育研修会

本年度， 日置地区には小学校に12人，中学
校に６人，計18人が新規採用教員として赴任し
ています。６月３日（木）伊作小学校と伊集院
中学校を会場に教科指導の研究授業研修を実施
しました。また，７月８日（木）にはいちき串
木野市教育委員会市来庁舎に串木野養護学校の
高野先生にお越しいただき他校種参観研修を実
施しました。二つの研修を通して新任教員とし
ての資質向上を図り，実践意欲を高めました。

テレビ会議システムを活
用した十島村の学校訪問

フレッシュ研修（初任校研修）

【研究授業研修】 【他校種参観研修】【串木野小学校】 【串木野西中学校】

日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会



７月５日（月），伊集院中学校を会場にコアスクールクプ
ロジェクト第１回校内研修を実施しました。 このプロジェ
クトは，授業改善及び授業力の向上を目指した研修等に
先進的に取り組み，実践を県下に広げることにより，教
員の授業力及び児童生徒の学力向上に資することをね
らいとしています。 ３年社会科の授業を全教職員で参
観した後，鹿児島大学教育学部の廣瀬准教授から授業
研究の実践及び校内研修についての講義をしていただ
いたり，演習を行ったりしました。
本プロジェクトで得られた成果等については，今後，機
会を捉えて，随時紹介していきたいと考えています。

６月15日（火），日置地区養護教諭等研修会を開
催しました。
当日は，県教育庁保健体育課学校体育安全係の池

亀指導主事による講演が行われました。「心と体の
健康について」という演題で，ストレスマネジメン
トに関する内容を中心に，「動作法」等の実技を交
えながらの講演でした。また，漸進性弛緩法などの
方法等についての話もありました。
コロナ禍で生活している今，日常のストレスをコン
トロールし，上手につ
き合うことの大切さを
学ぶことができました。
児童生徒自身が適切

なストレス対処法を身
に付け，自己管理能力
を高めていくことを願
います。

コアスクールプロジェクト第１回校内研修

【研修の様子】【廣瀬准教授による指導】

7/21～8/31 
水難事故防止運動強調期間

「水に親しみながら ３Ｍ運動
みんなでめざそう 水の事故ゼロ」
水の事故防止の徹底を図りましょう！

8/ 1～8/31 
人権同和問題啓発強調月間

様々な人権問題を自分自身のこととして捉え
人権について考えてみましょう。

青少年育成の日 毎月第３土曜日
家庭の日 毎月第３日曜日
異年齢集団による地域活動と家族
団らんの機会をつくりましょう。
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５月25日（火），日置市中央公民館において
日置地区生徒指導担当者等研修会を開催しまし
た。
当日は県教育庁義務教育課企画生徒指導係の

吉留主任指導主事よる，「当面する生徒指導上
の課題と対応」についての講話や「学校におけ
る不登校への対応」についての研究協議を行い
ました。
全ての子供た

ちが安心して学
校生活を送るこ
とができるよう
「居場所づくり」
「絆づくり」に
努めることにつ
いて再確認しま
した。

地区養護教諭等研修会
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